
繁華街での飲食店経営から、暮らしが一変

こちらへ来る前は広島市で飲食店を経営していました。
私は「40歳くらいから田舎で暮らそう」とずっと思っていて、
子供が生まれたことも後押しになって移住を決意しました。
そして、移住先を探す中で地域おこし協力隊の制度を知り、
こちらに応募することにしたのです。
移住するなら南のほうがいいと思い、鹿児島県が候補地
に。下見でさつま町を訪れると、自然環境の良さや出会う
人のあたたかさに魅了されました。それから、子供が横断
歩道を渡ったあとにペコリとお辞儀をします。その様子を
見たとき「ここならいい子に育つぞ」と直感しました。
移住して３年が経過し、こちらに来て良かったと思って
います。子供ものびのびと元気に育っています。

地域のみなさんと協力して、町を盛り上げます！

地域おこし協力隊としては、さつま町の魅力の掘り起こ
しや発信とともに、人の交流が生まれる仕掛けづくりにも
力を入れました。これまでにお手伝いしたプロジェクトの
うちのいくつかは、今でも自身の事業と並行して関わらせ
てもらっています。「きららの楽校」もそのひとつです。
これは閉校した小学校を活用した施設で、コミュニティー
スペースやカフェがあり、宿泊施設もあります。運動場で
はキャンプもできますし、学びや体験などのプログラムも
用意しています。ここにはまだまだ可能性があります。新
型コロナウイルスの騒ぎが落ち着いてからになりますが、
イベントもどんどんやっていきたいです。
デザインや動画制作も好きだったので、地域おこし協力
隊ではこちら方面を担当することも多かったですね。それ
がそのまま、任期終了後の起業にもつながっています。

地域のためにできることを、これからも精一杯に

起業したての 2020 年末の 2ヶ月間は、無料で仕事を請け
ました。地域の皆さんへの恩返しです。ポスターや結婚式
の動画などの注文をいただきました。飲食店のテイクアウ
トメニューのデザインも引き受け、少しでもお役に立てら
れたかなと思っています。
いろいろな活動を通して、さつま町に詳しくなりました。
そして、知れば知るほど、この町がどんどん好きになって
いきます。さつま町がよりワクワクする場所になるように、
もっともっと盛り上げていけるように、これからも自分が
できることを精一杯やっていきます。

家を建てるなら、故郷の鹿児島に

そろそろ家族の拠点が欲しいと思い、出水市に家を建て
る選択をしました。ずっと県外で仕事をしてきましたが、
ゆくゆくは鹿児島に戻ることになります。また、子供をの
びのびとした環境で育てたいという思いもありました。そ
れなら、故郷を拠点にしようと決断したのです。
私の勤め先は全国的に展開している企業ですが、その九
州エリアに配属されています。転勤があっても、九州内で
動くことになります。そういう状況も踏まえて、出水市は
拠点とするにはいい場所でした。新幹線を使えば、福岡へ
も熊本へも鹿児島へもすぐに行けます。高速道路のアクセ
スも良好です。南九州西回り自動車道の整備も進んでいて、
車での移動もしやすくなってきています。

出水に住んでみると、いいことがいろいろ

移住してから、出水と福岡を行き来する生活が続いてい
ます。「大変でしょ」と言われることも少なくありませんが、
あまり負担には感じていません。それよりも、メリットを
感じることのほうが多いですね。
ひとつは親が近くにいる、ということ。妻の実家はすぐ
近くですし、私の実家もそれほど遠くありません。私たち
家族と実家のほうと、お互いに様子がわかるので安心感が
あります。それから、子育てをしていく中で、じいちゃん・
ばあちゃんの存在は大きいのです。ちょっと子供を見てほ
しいときに頼めますし、かなり助けられています。
住まいの質が上がる、というメリットもあります。同じ
予算でも、都会と田舎では建てられる家にかなりの違いが

出ます。出水は土地代が安いので、敷地を広くとれ、さら
に建物にもお金をかけられます。加えて、出水市の定住促
進の補助金も受けられました。

故郷の良さにあらためて気づかされた

福岡勤務の前に、東京で仕事をした経験もあります。Ｕ
ターンしてみて故郷の良さを再確認できました。こちらは
人があたたかいと感じます。都会のドライな人間関係より
も、田舎の親密な人間関係のほうが私は好きです。ほかに
も食べ物が美味しいとか、自然環境が良いとか、治安が良
いとか、挙げていくときりがありません。
鹿児島にも営業所があるので、異動願いを出しています。
会社も要望を受け入れてくれそうです。これが実現すると、
家族といっしょに過ごせる時間を増やせます。
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さつま町

1979年生まれ。広島県出身。地域
おこし協力隊として家族で移住しま
した。任期終了後に起業し、現在は
「さんぼんがわWorks」の代表。デ
ザイン・Web 製作・動画作成・イ
ベント企画などを手掛けています。
「きららの楽校」事務局長も兼任。

2017年に広島県よりIターン

川西 大輔さん

出水市

1987年生まれ。鹿児島県出水郡長
島町出身。奥様は出水市出身。家を
建てる際に、奥様の実家の近くを選
択しました。取材時（2021年2月）
の勤務地は福岡県にあり、平日は単
身赴任。週末は出水で家族と過ごし
ています。

2019年に福岡県よりUターン

池田 隆康さん
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